
資 料

張宏達氏によるカメ リア属の新分類体系の紹介

とその適用例

農林永産省 野菜 ・茶業試験場

山 口 聰†

(平成2年9月4日 受理)

Introduction of Chang's Standard System of Genus

Camellia and its Adoption for Tea Research

Satoshi YAMAGUCHI
National Research Institute of Vegetables, Ornamental Plants and Tea

チ ャを含む カメ リア属の分類体系は古い時代には

J.R. SEALY(1958)の ものが用いられていた。 し

か し,そ のなかには帰属不明種を一つに まとめた一

群(Sect. Dubiae)が あ り,あ る意味では作業仮説

そのもののまま無批判に受けいれ られていたきらい

がある。チ ャの原産地である中国では,最 近になっ

て植物分類学が発展 してお り,同 国のフロラが明ら

かにされつつある。 カメリア属については中山大学

の張宏達教授によ り,そ の新分類体系が1981年 に発

表された。同氏の新分類体系は短期間のうちに広く

受けいれられ,園 芸学などの関係者の殆どが従う状

況 とな り,そ れにつれて,カ メ リア属内の新種,新

変種が記載 されている。しか し,茶 を研究対象 とす

る関係者の間には十分に普及 していないように思わ

れ る。著者はこの十年来カメリア属の育種 も手がけ

ていたため,近 縁種検索の必要から,張 氏の論文に

現れた カメ リア属植物の リス トを作成した うえ,最

近の 「雲南植物研究」誌等に報告された新種,新 品

種を加え,更 に今までに報告されている染色体数,

和 名を添えて利用 している。チャおよびカメ リア属

を研究 される方 々の参考になれば と思い,本 誌面 を

借 りて報告させ ていただ く。

表-1張 宏達氏のシステムによるカメリア属の新分類表

† 〒428静 岡県榛原郡金谷町金谷2769
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C.piquetiana 匹 克 茶

Camellia 亜 属(山 茶 亜属,ツ バ キ 亜属)

Oleifera 節(油 茶 節,サ ザ ソ カ節)

C.gauchowensis 高 州 油 茶 2n=30

C.sasanqua 茶 梅 サ ザ ン カ 2n=90

C.vietnamensis 越 南 油 茶 2n=90,120

C.oleifera 油 茶 ユ チ ャ 2n=30,60,90

C.octopetala 茶 梨 油 茶 2n=30,60

Furfuraceae 節(果 茶,フ ル フ ラ ケ ア節)

C.integerrima 全 縁〓 果 茶

C.polypetala 多弁〓 果 茶

C.latipetiolate 濶 柄〓 果 茶

C.crapnnelliana 紅 皮〓 果 茶 2n=30,90

C.furfuracea 〓 果 茶 2n=30

C.gigantocarpa 博 白大 果 油 茶 2n=30

C,oblata 扁〓 果 茶2n=30

C.gaudichaudii 硬葉〓 果 茶

C.parafurfuracea 肖〓 果 茶

Paracamellia 節(短 柱 花 節,ト ガ リバ サ ザ ソ カ節)

C.grijsii 長弁 短 柱茶(閲 鄂 山 茶) 2n=30

C,confusa 小果 短 柱 茶

C.kissi 落弁 短 柱茶 トガ リパサ ザ ン カ 2n=

30,60,75

var.megalantha 大花 短 柱茶 ,

C.yuhsienensis 攸 県 油 茶 2n=60,75,90

C.lutescens. 阿森 短 柱 茶

C.fluviatilis 窄葉 短 柱 茶

C.brevistyla 短 柱 茶 シマサ ザ ン カ 2n=30

(Syn. C. tenuiflora タ イ ワ ンサ ザ ン カ)

C.obtusifolia 鈍 葉 短 柱 茶

C.maliflora 桜 花 短 柱 茶 テ マ リツバ キ 2n=30

C.miyagii 琉 球 短 柱 茶 オ キ ナ ワサ ザン カ 2n=90

C.shensiensis 陝 西 短 柱 茶

C,puniceiflora 粉 紅 短 柱 茶

C.tenii 大 姚 短 柱 茶

C.Inicrophylla 細 葉 短 柱 茶

C.phaeoclada 褐 枝 短 柱 茶 2n=30

C.weiningensis 威 宇 短 柱 茶 2n=30

C.odorata 芳 香 短 柱 茶

Pseudocamellia節(半 宿 萼 茶節,プ ソイ ドカ メ リア節)

Trichocorpae列(毛 果 茶 列, トリコカ ル ペ ー列)

C.szechuanensis 半 宿 萼 茶

C.chungkingensis 重床 山 茶

C.trichocarpa 毛 果 山 茶 2n=30

Gymnocarpae 列(光 果 列,ギ ム ノ カル ペ ー列)

C.ilicifolia 冬青 葉 山茶

C.henryana 光果 山 茶

Tuberculata節(瘤 果 茶 節,ツ ベ ル ク ラ ー タ節)

C.tuberculata 瘤 果 茶

C.anlungensis 安〓 瘤 果茶

C.obovatifolia 倒 卵 瘤 果茶

C.rhytidocarpa 〓 果 茶
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C.litchi 茘 果 茶

C.parvimuricata 小 瘤 果 茶

Camellia (紅 山茶 節,ツ バ キ節)

Reticulata 亜節(濆 山茶 亜 節,レ テ ィキ ュ ラー タ亜 節)

Villosa列(毛 蕊 列,ビ ロ ーサ列)

C.omeiensis 峨 眉紅 山 茶

C.polyodonta 多歯 紅 山茶 2n=30

C,lapidae 石果 紅 山茶

C.mairei 毛 蕊 紅 山茶 2n=90

var.alba 白花 毛 蕊 紅 山 茶

Reticulatae 列(濆 山茶 列,レ テ ィキュ ラ ー タ列)

C.kweichowensis 貴 州紅 山 茶 2n=90

C.albovillosa 白毛紅 山 茶 2n=30

C.albescens 褐 色紅 山 茶

C.tunganica 東 安紅 山 茶

C.trichosperma 毛粁 紅 山 茶

C.phellocarpa 栓 売紅 山 茶

C.semiserrata 南 山茶 2n=30

var.albiflora 白 花南 山茶

C.multiperulata多 萼 紅 山茶

C.lungshenensis 〓 腔 紅 山茶

C.reticulata 濆 山茶 トウツパ キ 2n=90

C.pitardii 西 南 紅 山茶,西 南 山 茶 2n=30

var.yunnanica 窄 葉 西 南 紅 山 茶,

雲 南 野 山 茶 2n=90

var.alba 西 南 白 山 茶 2n=30

C.hiemalis 冬 紅 山 茶 カ ン ツバ キ2n=90

C.uraku 単 体紅 山 茶 2n=30

C.edithae 尖 萼紅 山 茶 2n=30

C.xylocarpa 木 果紅 山茶 2n=60

C.hongkongensis 香 港紅 山茶 ホ ン コ ン ツバ キ 2n=30

C.cryptoneura 隠 脈紅 山 茶 2n=90

C.oviformis 卵 果 紅 山 茶

C,compressa 扁 果 紅 山 茶 2n=120

C.setiperulata 硬 毛紅 山 茶

C.saluenensis 怒 江 紅 山 茶 サ ル ウ ィ ン ツバ キ2n=30

C.boreali-yunnanica 〓 北紅 山 茶

Lucidissima 亜 節(光 果 紅 山茶 亜 節,ル シ デ ィシマ 亜 節)

C.chekiangoleiosa 浙 醜 山 茶 2
n=30 バ ナ ユ チ ャ

C.lucidissima 閃 光紅 山 茶

C.magnocarpa 大 果紅 山 茶

C.japonica 紅 山茶,山 茶 ツバ キ 2n=30

subsp.rusticana 短 柄紅 山 茶 ユ キ ツバ キ 2n=30

var.macrocarpa 日本紅 山 茶 リン ゴ ツバ キ 2n=30

C.subintegra 全 縁紅 山茶 2n=30

C.longicaudata 長 尾紅 山茶

Thea亜 属(茶 亜属,チ ャ亜 属)

Corallina 節(離 蕊 茶 節,コ ラ リナ節)

C.corallina 離 蕊 茶

C.tonkinensis 越 北 離 蕊 茶

C.wardii〓 緬 離 蕊 茶

C.pilosperma 毛 粁 離 蕊 茶
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C.fleuryi 越 南 離 蕊 茶

C.nitidissima 亮 葉 離 蕊 茶

C.paucipunctata 腺 葉 離 蕊 茶

C.lienshanensis 連 山離 蕊 茶

C.scariosisepala 腺 萼 離 蕊 茶

C.acutiserrate 尖 歯 離 蕊 茶

Brachyandra節(短 蕊 茶 節,プ ラキ ア ン ドラ節)

C。muricatula 瘤 葉 短 蕊 茶

C.szemaoensis 思 茅 短 蕊 茶

C.pachyandra 厚 短 蕊 茶

C.amplexifolia 抱 茎 短 蕊 茶

C.brachyandra 短 蕊 茶

C.nervosa 顕 脉 短 蕊 茶2n=30

C.gilbertii 越 北 短 蕊 茶

C.crassipetala 厚 弁 短 蕊 茶

C.yangkiangensis 元 江 短 蕊 茶2n=90

C.parviflora 細 花 短 蕊 茶

Longipedicellata節(長 柄 茶節,ロ ンギ ィペ デ ィケ ラー タ節)

C,amplexicaulis 越 南 抱 茎 茶

C.petelotii 多 弁 山 茶

C.longipedicellata 長 柄 山 茶

C.indochinensis 中 越 山 茶

Chrysantha節(金 花 茶 節,キ ンカチ ャ節)

Flavae列(黄 花 茶 列,フ ラ ベ ー列)

C,flava 黄 花 茶

C.aurea 五 室 金 花 茶

Chrysantha列(金 花 茶 列,ク リサ ンタ列)

C.chrysantha 金 花 茶 キ ン カチ ャ2n=30

C.flavida淡 黄 金 花 茶

C.impressinervis 凹脈 金 花 茶2n=30

C.euphlebia 顕脈 金 花 茶2n=3q

var,yunnanensis 雲南 顕 脈 金 花茶

C.chrysanthoides 薄葉 金 花 茶

C.tunghinensis 東興 金 花 茶

C.pingguoensis 平 果 金 花 茶

C.pubisepala 毛萼 金 花 茶

(注,そ の後 の研 究 でC.furfuraceaの シ ノ ニ ム と して 整理 され てい る)

Calpandria節(管 蕊 茶 節,カ ル パ ン ドリア節)

C.1anceolata 管 蕊 茶

C.connata 短 柱 管 蕊 茶

Thea節(茶 節,チ ャ節)

Quinquelocularis列(五 室茶 列,ク イ ン ケ ロキ ュ ラ リス列)

C.kwangsiensis 広 西 茶

C.grandibracteata 大 苞 茶 ・

C,kwangnanica 広 南 茶

C.remotiserrata 疎 歯 茶

C.quinqueloculali s五 室 茶

C.tetracocca 四 球 茶2n=30

Pentastylae列(五 柱 茶 列,ペ ソタ ス テ ィ レー列)

C.crassicolumna 厚軸 茶

C.pentastyla 五柱 茶

C.taliensis 大 里 茶2n=30

C.irrawadiensis 漬緬 茶2n=30
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C.crispula 窒皮葉 茶

C.makuannica 〓 茶2n=30

C.heaniensis 哈 尼 茶

C、rotundata 〓 基 茶

C.multiplex 多 弁 茶

C.atrothea 老 黒 茶

Gymnogynae列(禿 房 茶 列,ギ ム ノギ ネ ー列)

C.gymnogyna 禿 房茶

C.costata 突 肋 茶

C.yungkiangensis 榕 江茶

C.leptophylla 膜 葉 茶

C.manglaensis 〓〓 茶

C.parvisepalodes 似 細 萼 茶

C.dehungensis 徳 宏 茶

C.'gymnogynoides 假 禿 房 茶

Sinensis列(茶 列,シ ネ ンシス 列)

C.pubicosta 毛 肋茶

C.angustifolia 狭 葉茶

C.sinensis 茶 チ ャ2n=30,45,60

var.waldenae 長 葉茶 トウ チ ャ2n=30,45,60

var.assamica普 済茶 ア ッサ ム チ ャ2n=30

var.pubilimba 白毛茶

C.ptilophylla 毛 葉 茶2n=30

C.parvisepala 細 萼茶

C.multisepala 多 萼茶

C.polyneura 多 脉 茶

C.purpurea 紫 果 茶.2n=30

C.yankiangcha 元 江 茶

C.arborescens 高rat茶

Longissima節(超 長柄 茶 節,ロ ンギ シマ節)

C.longissima 超 長柄 茶

C.GRACILIPES 狭 葉長 柄 茶.

C.hekouensis 河 口長 柄 茶

Glaberrima節(禿 山茶 節,グ ラベ リーマ節)

C.glaberrima 禿 山茶

C.kwangtungensis 広 東 山茶

Metacamellia亜 属(後 生 茶 亜 属,後 生 ツバ キ亜 属)

Theopis節(連 蕊 茶 節,ヒ メサ ザ ンカ節),

Cuspidata列(尖 連蕊 茶列,ク ス ピ ダー タ列)

C.macrosepala 大 萼 連 蕊 茶

C.cuspidata 尖 連 蕊 茶2n=30

var,grandifora 大 花 尖 連 蕊 茶

var.chekiangensis浙 江 尖連 蕊 茶

C.longicuspis 長 凸 連 蕊 茶

C.crassipes 厚 柄 連 蕊 茶2n=90

C.longicalyx 長 萼 連 蕊 茶

C.forrestii 蒙 自連 蕊 茶2n=30,60,90

var.acutisepala 尖 萼 蒙 自連蕊 茶

C.buxifolia 黄 栃 葉連 蕊 茶

C.minutiflora 微 花連 蕊 茶

C.parvicuspidata 細 尖連 蕊 茶2n=30

C.acutissima 長 尖 連 蕊 茶
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C.subacutissima 肖長 尖 連蕊 茶

C.callidota 美歯 連 蕊 茶

Gymnandrae列(禿 連 蕊 茶 列,ギ ムナ ソ ド レー列)

C.handelii 岳 麓 連 蕊 茶

C.triantha 三 花 連 蕊 茶

C.costei 貴 州 連 蕊 茶2n=30

C.tsaii 雲 南 連 蕊 茶2n=60

var.synaptica 川〓 連 蕊 茶

C.transnokoensis 台湾禿連蕊茶 言讖 メサザソカ

C.rosthomiana 川 鄂 連 蕊 茶

C.lutchuensis 琉 球 連 蕊 茶 ヒメサ ザ ソカ2n=30

C.euryoides 〓 葉 連 蕊 茶

C.trichoclada 毛 枝 連 蕊 茶

C.parvilimba 細 葉 連 蕊 茶

var.brevipes 短 柄 細 葉 連 蕊 茶

C.elongata 長 管 連 蕊 茶

C.longicarpa 長 果 連 蕊 茶2n=30

C.parvilapiden 小 石 果 連 蕊 茶

C.stuartiana 五 室 連 蕊 茶

C.transarisanensis 阿 里 山 連 蕊 茶 タイ ワ ン ヒ メサ ザ ンカ

C.fraterna 毛 花 連 蕊 茶 シ ラハ トツパ キ 2n=30,

C.dubia 禿 梗連 蕊 茶

C.percuspidata 超尖 連 蕊 茶

C.membranacea 膜 葉 連 蕊 茶

C.rosaeflora 攻瑰 連 蕊 茶 2n=90

C.campanisepala 全中萼 連 蕊 茶

C.lancilimba 披 針 葉 連 蕊 茶

Trichandrae列(毛 連蕊 茶 列,ト リカ ソ ドレー列)、

C.tsingpienensis 金〓 連 蕊 茶2n=30

var.pubisepala 毛 萼 金 屏 連 蕊 茶2n=30

C.parvi-ovata 小 卵 葉 連 蕊 茶

C.viridicalyx 緑 萼 連 蕊 茶

C.longicalyx 披 針 萼 連 蕊 茶'

C.subglabra 半 禿 連 蕊 茶

C.trichandra 毛 絲 連 蕊 茶C.nokoensis 

台湾連蕊茶,能 高 山茶ウスバヒメツバキ 2n=30,60

C.tsofuii 細 萼 連 蕊 茶'

Camelliopsis節(毛 蕊 茶 節,ヤ ナギ バ サ ザ ソカ節)

C.villicarpa 小 果 毛 蕊 茶

C.cratera 杯 萼 毛 蕊 茶

C.punctata 斑 枝 毛 蕊 茶

C.1awii 四 川 毛 蕊 茶

C.trigonocarpa 稜 果 毛 蕊 茶

C.cordifolia 心 葉 毛 蕊 茶

C.wenshanensis 文 山 毛蕊 茶2n=30

C,melliana 広 東毛 蕊 茶

C.candida 白毛 蕊 茶2n=30

C.caudata 長尾 毛蕊茶2
n=30,60ツ ノミキ

C.assimiloides 大 萼 毛 蕊 茶

C.assimilis 香 港 毛 蕊 茶 ユ カ リツバ キ2n=30

C.edentata 〓 歯 毛 蕊 茶

C.salicifolia 柳 葉 毛 蕊 茶 ヤ ナギ バ サ ザ ソカ 2n=30
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表―2NAGATA,T.and S.SAKAI(1984)の カ メ リア属 内 化 学 成 分 分 類結 果 の,張 氏 の新 分 類 体 系 に も とず いた 再 配 列 比 較 表

a)EC;(―)-エ ピ カ テ キ ン,(+)C;(+)-カ テ キ ン,EGC;(―)-エ ピ ガ ロ カ テ キ ン,ECG;(―)-エ ピ カ テ キ ソ ガ レ ー ト,EGCG;(―)-エ ピ カ テ キ ン ガ レ ー ト

b)-;0.01%以 下,+;0.01～0.3%、〓;0.3～1.0%、〓;1.0%以 上
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表-3平 井 ら(1989)に よるチャと近縁カメリア属植物との交配結果表の,張 氏の新分類体系に応 じた再編成表

(一部に筆者 による1989年 秋の交配結果を加筆 し,*印 で示 した。)。

以上を要約すると,張 氏のシステムではそれ以前

の細分されたシステムをと りまとめてお り,カ メ リ

ア属をプロ トカメ リア,カ メリアの2亜 属 と,テ ア,

メタカメリアの2亜 属,合 計4亜 属に整理 した形に

なっている。 この新 しい分類体系に合わせて,従 来

報告 されていた化学成分分類の結果を組みかえてみ

たのが表 一2で ある。 ツバキ節 とサザンカ節 とがサ

ザ ンカ成分の存在からかな り近縁であること,チ ャ

節は成分組成が最 も多様性に富んでいること,ツ バ

キ とチ ャの雑種は中間的な成分組成 となること,な

どが理解 しやすい。

14)

また,種 間の交配親和性を この分類体系にあわせ

てまとめてみたのが表一3で ある。1回 の交配につ

き獲得 された雑種個体の平均値に よって,近 縁関係

が理解 しやす くなっている。つま り,チ ャ同志の交

配 では,1交 配 につ き,0.94個 体 の雑種が得 られ

ているのに対 して,チ ャとチャ節内の他の近縁種 と

の間の交配 では平均 して0.15個 体,チ ャとカメリ

オプシス節 との間の交配では平均 して0.14個 体,

チ ャとパ ラカメ リア節との間では平均 して0.05個

体,チ ャと ツバキ節 との間では平均 して0.02個 体

の雑種が得 られてお り,更 に縁の遠いアルケカメリ
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ア節 や フルフラケア節などとの間の交配では0個 体

と,類 縁性の程度に応 じた雑種獲得の難易が明らか

となっている。

張氏の分類体系は,い くつかの部分 で補強されな

がら発展 してい くものと考え られるが,そ の根幹は

受けつがれてい くであろ う。現在で もカメリア属の

新種が中国から発表 されてお り,そ れらの報告 に注

意 しながら,張 氏の分類体系を活用 してい く努力が

今後は必要であろう。
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